
 

１２．自動車登録の現況 

 
自動車の登録制度は、自動車に関する所有権の公証を行う民事上の目的と、自動車の使用及び分布

状況の実態把握や盗難防止、さらには安全性の確保という行政上の目的があり、その事務処理は電子

情報処理システム（ＭＯＴＡＳ）により行っている。 

自動車の保有に伴い必要となる各種の行政手続（検査・登録、保管場所証明（警察）、自動車諸税（国

税、県税）の納税等）について、国民負担の軽減及び行政事務の効率化等を図る観点から、オンライン

申請によるワンストップサービス（ＯＳＳ）化を推進しており、九州管内においては、平成２９年１０月から、

順次、運用を開始し、平成３０年１２月には九州７県全てで開始している。 

また、地域振興や観光振興の観点から、新たな地域名を表示する、いわゆる「ご当地ナンバー」の導入

が平成１８年度から始まり、２０年度まで１９地域、その後も全国各地からの強い要望により２５年度には新

たに１０地域、令和２年度には１７地域、九州管内においては「奄美ナンバー」が平成２６年１１月１７日から

追加され、全国で４６地域が導入している。 

図柄入りナンバープレート制度については、全国版として、平成２９年４月から「ラグビーワールドカップ

２０１９」（以下、ラグビーナンバー）、１０月から「２０２０東京オリンピック・パラリンピック」の特別仕様ナンバ

ープレート（以下、オリパラナンバー）がそれぞれ期限付きで導入（ラグビーナンバーは令和元年１１月、

オリパラナンバーは令和３年９月をもって申込み終了）、平成３０年１０月からは「地方版図柄入りナンバー

プレート」が全国４１地域で導入され、令和２年５月１１日から、新たな１７地域による図柄入りナンバープレ

ートの交付が開始された。また、令和４年４月から新たな全国版図柄入りナンバープレートの交付が開始

されることになっている。 

九州運輸局管内の新車新規登録台数（軽自動車を除く）は、平成２１年からのハイブリッド車の普及や

エコカー減税の拡充により増加が続いていたが、平成２６年４月の消費税増税による反動から一時低迷し

たものの、緩やかに回復していたが、平成３１年１０月の消費税増税や新型コロナウイルス感染拡大影響

に伴う半導体不足により令和２年度末では２８０，９１４台と前年と比較して減少が続いている。 

令和３年３月末現在の自動車保有台数（軽自動車含む）は、九州管内で９，６９７，３０３台であり、全国

は８２，０７７，７５２台で、関東、中部、近畿に次いで４番目の保有車両であり、全国の１１．８％を占めてい

る。 


